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別記様式第３号（第６条関係） 

会 議 記 録  

次のとおり附属機関等の会議を開催したので報告します。 

附 属 機 関 等 名

称 

近江八幡市廃棄物減量等推進審議会 

 

開催日時 令和４年１１月１５日(火) １４：００－１５：４５ 

開催場所 近江八幡市役所 ４階 第 1 委員会室 

出席者 

※会長◎ 

副会長○ 

出席者（敬称略） 

審議会委員 

◎奥田 哲士 ○和田 有朗 ○水原 詞治 ・西 保雄 

・丹波 喜徳 ・吉田 栄治 ・西村 則子 ・矢野 すみ子 

事務局 

 市民部長 田村 裕一 

 環境課 次長 杉 貞行（兼環境課長) 

参事 中嶋 武志  副主幹 村岡 亘 

主事 西中 克季 

次回開催予定 令和５年３月以降 

問い合わせ先 所属名：市民部 環境課 

担当者名：西中 

電話番号：0748-36-5509 

メールアドレス：010602@city.omihachiman.lg.jp 

会議記録 発言記録 ・ 要約 要約した

理由 

 

内容 会議内容 

〇令和４年度９月末現在のごみ量速報について 

委員からの主な意見 

・資源ごみの量が目標値を上回っているが、ごみ全体の量が

目標値を下回っているので、分別が徹底できているがゆえの

ことだと考えられる。 
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＜ごみ処理基本実施方針等に対する最近の取組内容＞ 

委員からの主な意見 

・環境研修会の資料は情報伝達の仕方、効果の面で非常に効

果があると考えられる。市からの情報発信はもちろんだが、

このような研修を通じて、お子さんからご両親やご家族に情

報発信されることは、より説得力があると考えられる。その

他取組においても、アクセスの方法や距離感や対象の幅を精

査しながら実施すると効果的であると思う。 

 

・若い世代や外国人や高齢者への情報発信についても重要

である。発信ツールを含め、時代に合わせて方法を変えてい

く必要がある。 

 

＜桐原まち協の段ボールコンポスト取組の報告＞ 

〇吉田委員より、取組内容と実績について報告 

委員からの主な意見 

・堆肥と新米交換の取組について、素晴らしい。市民が意欲

的に活動するきっかけとなり、今後更に参加者の増加等、活

動が活発になると思う。 

 

＜食品ロス削減推進計画について＞ 

〇審議会規則第４条に基づき、専門部会の設置提案。 

委員からの主な意見 

・全会一致で賛成 

→令和５年度 1 月頃に開催予定とする。 

 

＜今後の審議会活動について＞ 

令和５年２月～３月頃に、令和４年度第３回近江八幡市廃棄

物減量等推進審議会の開催を予定。 

食品ロス削減推進専門部会での審議内容を上記審議会にて

報告・審議することとする。 

 


